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「
多
目
的
ダ
ム
」「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
」「
オ
ス
プ
レ
イ
」「
原
子
力
発
電

所
」etc.　

不
毛
な
「
神
学
論
争
」
が

囂か
ま
び
すし
い
極
東
の
島
国
で
す
。

　

そ
の
日
本
の
河
川
工
学
で
は
、
他
国

思
議
な
「
概
念
」
で
す
。

　

ダ
ム
さ
え
造
れ
ば
洪
水
を
防
げ
る
と

の
〝
幻
説
〞
を
信
じ
て
疑
わ
ぬ
日
本
。

そ
の
洪
水
を
防
ぐ
べ
く
昭
和
27
年
に
計

画
さ
れ
た
八
ツ
場
ダ
ム
本
体
工
事
着
手

は
昨
年
。
64
年
間
に
如
何
な
る
護
岸
補

強
、
河
床
掘
削
、
森
林
整
備
が
実
施
さ

れ
た
か
、
詳
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
た
め
、
子
宮
頸

が
ん
そ
の
も
の
を
予
防
す
る
効
果
は
ま

だ
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」。
厚
生
労

働
省
が
Ｈ
Ｐ
で
〝
告
解
〞
す
る
「
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
」
は
、
よ
り
正
確
に

は
子
宮
頸
が
ん
を
誘
発
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
＝

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
の
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
。
而し
か

も
、

製
造
・
販
売
す
る
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス

ク
ラ
イ
ン
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
＝
旧
メ
ル
ク
万
有

製
薬
の
２
社
は
、「
効
用
」
を
発
揮
す

る
の
は
全
部
で
１
０
０
種
類
以
上
も
存

在
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
僅
か
２
〜
４
種
の
み

と
〝
告
解
〞
し
て
い
ま
す
。

　

故
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
大
原
則
に
基
づ
き
、
性
交
を

経
験
済
み
の
女
性
を
対
象
に
無
料
検
診

を
徹
底
。
検
診
担
当
は
医
師
に
留
ま
ら

ず
、
技
術
研
修
を
終
え
た
同
性
の
看
護

師
が
主
体
。
８
割
台
の
検
診
率
を
誇
り

ま
す
。
他
方
で
自
己
負
担
の
日
本
で
は

２
割
台
に
留
ま
り
ま
す
。

「
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
」
加
盟
各
社
の
報

道
と
は
異
な
り
、
国
防
総
省
内
に
編
集

部
を
構
え
る
「
星
条
旗
新
聞
」
が
４
月

17
日
付
け
で
、「
日
本
政
府
の
要
請
に

基
づ
き
」
と
〝
告
解
〞
し
た
オ
ス
プ
レ

イ
２
機
が
岩
国
基
地
か
ら
搬
送
し
た
の

は
段
ボ
ー
ル
２
０
０
個
。
岩
国
│
熊
本

は
山
陽
・
九
州
自
動
車
道
経
由
で
３
５

０
km
。
直
線
な
ら
ば
更
に
短
い
距
離
。

航
続
距
離
３
９
０
０
km
を
誇
る
オ
ス
プ

レ
イ
Ｍ
Ｖ
│
22
よ
り
も
遙
か
に
大
量
積

載
可
能
な
チ
ヌ
ー
ク
Ｃ
Ｈ
│
47
Ｊ
を
、

自
衛
隊
は
70
機
保
有
し
て
い
ま
す
。
が
、

そ
の
大
半
は
「
熊
本
・
大
分
震
災
」
直

後
か
ら
全
国
の
基
地
で
待
機
状
態
。

　

航
空
事
故
や
鉄
道
事
故
は
、
一
定
の

場
所
、
一
定
の
時
間
、
一
定
の
社
会
グ

ル
ー
プ
に
〝
悲
劇
〞
は
留
ま
り
ま
す
。

原
発
事
故
は
、
社
会
的
に
も
地
理
的
に

も
時
間
的
に
も
、
更
に
は
陸
上
・
海
上
、

空
中
・
地
表
・
地
中
・
水
中
を
問
わ
ず
、

被
害
が
連
続
・
拡
大
し
続
け
る
蓋
然
性

が
極
め
て
高
く
、
範
囲
・
濃
度
・
蓄
積

の
何
れ
も
変
幻
自
在
な
「
放
射
能
」
は

無
色
・
透
明
・
無
臭
。
人
間
の
五
官
が

察
知
し
得
ぬ
極
め
て
厄
介
な
存
在
で
す
。

「
科
学
を
信
じ
て
・
技
術
を
疑
わ
ず
」

の
無む
び
ゅ
う
せ
い

謬
性
に
立
脚
す
る
物
質
主
義
が
20

世
紀
の〝メ
ン
タ
リ
テ
ィ

心
智
〞と
す
る
な
ら
、
脱
・
物

質
主
義
の
21
世
紀
は「
科
学
を
用
い
て・

技
術
を
超
え
る
」
可か
び
ゅ
う
せ
い

謬
性
の
〝
心
智
〞

を
希
求
す
べ
き
。
経
済
は
歴
史
現
象
。

科
学
は
自
然
現
象
。
何
れ
も
同
一
の
条

件
は
二
度
と
起
こ
り
得
な
い
の
で
す
。

　

な
の
に
、「
社
会
学
」
を
究
め
た
と

自
負
す
る
御
仁
に
限
っ
て
、「
非
社
会

学
、
非
科
学
」
の
〝
心
智
〞
を
振
り
翳

す
自
家
撞
着
に
陥
り
が
ち
。
Ｊ
Ｒ
東
海

グ
ル
ー
プ
の
月
刊
誌
「
Ｗ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
」

Ｈ
Ｐ
で
「
放
射
能
と
ワ
ク
チ
ン　

不
安

に
寄
り
添
う
怪
し
げ
な
『
支
援
者
』」

と
題
し
て
対
談
す
る
「
福
島
出
身
の
社

会
学
者
」
開
沼
博
氏
、「
医
師
・
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
」
村
中
璃
子
・
本
名
中
村

理
子
氏
は
、
そ
の
象
徴
的
存
在
で
す
。

「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
も
自
然
現
象
。
60
年

前
に
水
俣
病
発
生
が
公
式
確
認
さ
れ
た

後
も
、
水
銀
と
の
因
果
関
係
は
立
証
出

来
ぬ
と
巧
言
し
続
け
る
向
き
が
居
ま
し

た
。
重
篤
な
副
反
応
と
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
因
果
関
係
は
存
在
せ
ず
と
件

の
対
談
で
高
言
す
る
２
氏
は
、
な
ら
ば

少
な
く
と
も
別
の
因
果
関
係
を
推
論
し

て
こ
そ
「
脱
・
非
社
会
学
、
脱
・
非
科

学
」
の
学
徒
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
が
潰つ
い

え
て
久
し
い

に
も
拘
ら
ず
、
諫
言
や
提
言
を
「
市
民

と
い
う
左
巻
」の「
妄
言
」
と
断
じ
る
、

弁
証
法
と
は
凡
そ
対
極
の
〝
心
智
〞
こ

そ
、
時
代
遅
れ
な
痛
々
し
さ
で
す
。

に
は
存
在
し
な
い
「
基
本
高
水
流
量
」

「
貯
留
関
数
」
な
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
理
論

が
跳
梁
跋
扈
。
方
程
式
に
数
値
を
入
れ

る
と
、
例
外
な
く
ダ
ム
を
造
ら
ざ
る
を

得
な
い
答
え
が
導
き
出
さ
れ
る
摩
訶
不 神学論争

★
次
号
６
月
号
の
発
行
日
は
５
月
27
日（
第
４
金
曜
日
）で
す
。


